
低所得者支援臨時給付金 
（「住民税均等割のみ 
課税世帯」と 

「こども加算」）の 
受付を開始します
　電力・ガス・食料品などの価格
高騰による負担増を踏まえ、特に
家計への影響が大きい令和 ５ 年度
の個人住民税均等割のみが課税さ
れている世帯に対して、1 世帯当た
り10万円を支給します。また、令
和 ５ 年度の個人住民税非課税世帯
および均等割のみ課税世帯への給
付の加算として、当該世帯で扶養
している18歳以下の児童 1 人当た
り ５万円を支給します。
対 �基準日（令和 ５ 年12月 1 日）に、
市に住民登録があり

❶ �令和 ５ 年度の個人住民税均等割
のみ課税されている世帯（住民税
が課税されている人の扶養親族
等のみからなる世帯を除く）

❷−①�令和 ５年度の住民税非課税世
帯および住民税均等割のみ課
税世帯で扶養されている18歳
以下の児童※

　　※�18歳以下の児童（平成17年 ４
月 ２ 日生まれ以降の児童）

❷−②�令和 ５年度の住民税非課税世
帯および住民税均等割のみ課
税世帯で基準日以降に出生し
た児童

申 ８ 月30日㈮まで〔必着〕
　◦�❶、❷−①の支給要件に該当す
る世帯に、3 月29日から順次書
類を発送します

　◦�❷−①、❷−②のこども加算は、
他市に住民票がある児童を扶養
していても、対象者に反映され
ていない場合がありますので、
お問い合わせください

　◦�❷−②の支給要件に該当する可
能性がある世帯については、申
請方法をお問い合わせください

問人とくらしのサポートセンター（ ２ 階）
　 ☎561‐0189、561‐2482

令和 6 年度�  
国民年金保険料
　今年度の国民年金保険料は、月額
16，980円です。日本年金機構から送
付される納付書で、金融機関やコン
ビニエンスストアで納めることがで
きます。４月中に現金でまとめて前
納すると、２年分で15，290円、 １ 年
分で3，620円、６ カ月分で830円の割
引があります。口座振替やクレジッ
トカード、一部のスマートフォン決
済アプリでも納付できます。詳しく
は、草津年金事務所へお問い合わせ
ください。
問 ◦�日本年金機構 草津年金事務所�  

国民年金課（西渋川一）�  
☎567-2220、562-9638

　◦�保険年金課（ １ 階）�  
�☎561-2367、561-2480

後期高齢者医療 保険料の改定
　今年度から保険料率が変わります。保険料の額は、7月中旬に
郵便でお知らせします。

※ １  � （総所得金額等－43万円）が58万円以下の人は8.84％（令和 ６年度のみ）
※ ２  � 次に該当する人は73万円（令和 ６年度のみ）� �

◦令和 ６年 ３月31日以前から後期高齢者医療の被保険者であった人� �
◦�65～74歳で一定の障害があり、申請により後期高齢者医療制度に加入している
人（ただし、令和 ６年 ４月 １日以降に75歳に到達し、その後県外へ転居した場合、
転居先では対象外となります）

保険料は滋賀県後期高齢者医療広域連合のホームページ（https://www.
shigakouiki.jp）で試算できます（※ 1、※ 2 は反映されません）。
● 保険料均等割が軽減される場合
　世帯の所得に応じて、均等割額が軽減されます。
　◦65歳以上の人の公的年金などの所得は、15万円を引いた額で判定します
　◦�事業所得等の専従者控除や譲渡所得の特別控除等の税法上の規定は適用されません

● 保険料均等割軽減基準の内容
軽減割合 所得要件
7 割 43万円＋10万円×（年金・給与所得者の数※－ １）以下

５割 43万円＋（29.5万円×世帯の被保険者数）＋
10万円×（年金・給与所得者の数※－ １）以下

２割 43万円＋（54.5万円×世帯の被保険者数）＋
10万円 ×（年金・給与所得者の数※－ １）以下

※世帯主や世帯の被保険者のうち、一定の公的年金収入や給与所得がある人の数
問 保険年金課（ １ 階）☎561-2358、561-2480

区分 改定前（令和 4・5 年度） 改定後（令和 6・7 年度）
均等割額 46,160円 48,604円
所得割率 ８．70％ 9．56％（ 8．84％※ 1 ）

年間保険料の上限額 ６6万円 80万円（73万円※ 2 ）

 
国民年金保険料�  
学生納付特例制度
　国民年金は、２０歳以上であれば、
学生も加入しなければなりませんが、
学生は一般的に所得が少ないため、
本人の所得が一定額以下の場合、国
民年金保険料の納付が猶予される「学
生納付特例制度」があります。詳し
くは、お問い合わせください。
対 �学校教育法に規定する大学（大学
院）、短期大学、高等学校、高等
専門学校、専修学校や各種学校
などに在学している学生

申・問 ・日本年金機構草津年金事務所� 
　 　 　 国民年金課（西渋川一） 
　 　 　 ☎567-2220、562-9638
　 　 ・保険年金課（ １ 階） 
　 　 　 ☎561-2367、561-2480

2015年 9 月に国連サミットで採択された「誰一人取り残さない」を理念とする、国際社会共通の目標です。
先進国と途上国が一丸となって、目標の達成をめざします。市でも第 6次総合計画で、SDGｓの視点を踏ま
えたまちづくりを進め、広報くさつでは、該当する記事にアイコンを表示します。

新型コロナウイルスワクチン接種
　令和 ６年度の新型コロナワクチン定期接種は年に １回、秋冬接種となります。対象者などは以下のと
おりですが、詳細は決まり次第、ホームページなどでお知らせします。
●対象者　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ●自己負担  あり（金額未定）
　�◦65歳以上の高齢者 ◦60～64歳で重症化リスクの高い人　●使用ワクチン  今後示される予定
●接種勧奨、努力義務  なし
申・問 �健康増進課（ 2 階）☎561‐2323、561‐0180

�日時・期間　所 �場所　対 �対象　定 �定員　￥ �費用（記載がない場合無料）他 �その他　申 �申し込み・応募方法　問 �問い合わせ先
〒 市役所への郵送は、〒525-8588 草津市役所〔課名など〕　☎・ �市外局番は「077」　 70 市制施行70周年記念事業　 お知らせお知らせ

問 人権センター
　（大路二、キラリエ草津 3 階）
　 ☎563-1177、563-7070

すべての人を大切にするまちに
～インターネットと人権～

価
値
観
の
似
た
者
同
士
が

共
感
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合
う
こ
と
で
意
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増
幅
す
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コ
ー
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ン
バ
ー
現
象
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世
界
中
と
つ
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が
っ
て
い
る
は
ず
の

Ｓ
Ｎ
Ｓ
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、
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味
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だ
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。

　

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
通
し
て
自
分
が
見
聞
き
し

て
い
る
意
見
に
は
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も
と
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と
自
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と

価
値
観
の
近
い
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た
ち
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が
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く

含
ま
れ
て
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と
い
う
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を
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て
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と
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の
人
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意
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を
持
っ
て
い
る
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感
じ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
は
、
閉
じ
た
小
部

屋
の
中
で
声
が
反
響
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
あ
ら
ゆ
る
方
向
か
ら
同
じ
声
が
聞

こ
え
て
く
る
現
象
に
似
て
い
ま
す
。
そ

こ
で
、
反
響
室
と
い
う
意
味
の
言
葉
を

使
っ
て「
エ
コ
ー
チ
ェ
ン
バ
ー
現
象
」と
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現
さ
れ
て
い
ま
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の
世
界
が
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他
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も
同
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よ
う
に

見
え
て
い
る
と
は
か
ぎ
り
ま
せ
ん
。

　

多
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動
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ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
人
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イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
始
ま
り
か
ら
40

年
近
く
の
年
月
が
経
つ
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
現
在
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
世

界
中
の
情
報
が
つ
な
が
り
、
高
度
な
発

展
を
遂
げ
る
と
と
も
に
、
そ
の
複
雑
性

を
一
層
増
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
中
で
も
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Ｓ
Ｎ
Ｓ（
ソ
ー
シ
ャ

ル
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
・
サ
ー
ビ

ス
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、
好
き
な
こ
と
や
意
見
が
似
て

い
る
人
同
士
が
つ
な
が
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
価
値
観
の
近
い
人
た
ち
と
簡
単

に
交
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で
き
る
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と
は
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど

が
も
た
ら
す
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
の
一
つ

で
す
。

　

一
方
で
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
は
、

自
分
の
名
前
や
顔
を
簡
単
に
は
知
ら
れ

る
こ
と
な
く
発
言
で
き
る
こ
と
か
ら
、

も
し
も
悪
用
さ
れ
た
場
合
に
は
、
人
権

侵
害
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

最
近
で
は
、
い
じ
め
な
ど
を
き
っ
か

け
と
し
て
、
不
確
か
な
情
報
に
基
づ
い

て
、
当
事
者
の
個
人
情
報
が
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
上
に
さ
ら
さ
れ
た
り
、
全
く
関

係
の
な
い
人
た
ち
を
誹
謗
中
傷（
根
拠

の
な
い
悪
口
や
嫌
が
ら
せ
）す
る
書
き

込
み
が
さ
れ
た
り
し
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
が
利
用
す
る
と
き
に
は
、
ど

の
よ
う
な
こ
と
に
気
を
付
け
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
で
し
ょ
う
か
。
今
回
は
二
つ

の
事
柄
を
取
り
上
げ
ま
す
。

を
分
析
し
、
そ
の
人
の
行
動
に
合
う
カ

ス
タ
マ
イ
ズ
が
さ
れ
、
利
用
者
の
思
考

に
近
い
情
報
が
優
先
的
に
表
示
さ
れ
、

望
ま
な
い
情
報
か
ら
は
遠
ざ
け
ら
れ
て

い
く
よ
う
な
仕
組
み
も
あ
る
と
さ
れ
ま

す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
は
、
自
身
の
考
え

方
や
価
値
観
の「
バ
ブ
ル（
泡
）」の
中
に

孤
立
し
て
し
ま
う
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら

「
フ
ィ
ル
タ
ー
バ
ブ
ル
現
象
」と
表
現
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

エ
コ
ー
チ
ェ
ン
バ
ー
現
象
と
フ
ィ
ル

タ
ー
バ
ブ
ル
現
象
は
、
あ
な
た
が
誰
と

つ
な
が
る
か
に
よ
っ
て
生
ま
れ
る
も
の

と
、
あ
な
た
の
行
動
履
歴
に
基
づ
い
て

提
供
さ
れ
る
も
の
と
い
っ
た
違
い
が
あ

り
ま
す
が
、
ど
ち
ら
も
意
見
の
多
様
性

が
見
え
に
く
く
な
っ
た
り
、
自
分
の
価

値
観
と
異
な
る
情
報
を
疎
外
し
た
り
す

る
こ
と
に
つ
な
が
り
、
偏
見
の
も
と
に

な
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
特

性
を
十
分
に
理
解
し
た
上
で
、
人
権
を

侵
害
す
る
発
言
や
行
動
に
つ
な
が
ら
な

い
よ
う
に
気
を
付
け
な
が
ら
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
す
る
必
要
が
あ
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

私
た
ち
が
お
互
い
の
人
権
を
尊
重
す

る
た
め
に
は
、意
見
の
多
様
性
を
認
め
、

不
確
か
な
情
報
に
惑
わ
さ
れ
ず
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
こ
と
が
大

切
で
す
。
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